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珪酸塩ペロブスカイトの安定性と構造，および相互の固溶関係は，マントルの物資構成とダイナミクスを考え

る上で，重要である． 

MSiO3 で表される珪酸塩ペロブスカイトのうち，これまで端成分としての存在が知られていたのは，M=Mg と Ca

のみであったが，今回我々は MnSiO3 ペロブスカイトの合成にはじめて成功した．A2+B4+O3 型化合物における A2+

と B4+ のイオン半径から言えば，MnSiO3 と FeSiO3 は共にペロブスカイト構造を作ることが期待される[1]．しか

し，FeSiO3 についてはいまだ端成分としての存在は，報告されてない．その理由として，Fe2+の結晶場安定化エ

ネルギーが，Fe を６配位位置を持つ相へ優先的に入ることを促していることが考えられる． 

ペロブスカイト構造の対称性を見てみると，常温高圧下では CaSiO3 ペロブスカイトは立方晶ないしは正方晶だ

が，今回合成された MnSiO3 ペロブスカイトは，常温高圧下で MgSiO3 ペロブスカイトと同じ斜方晶であった． 

一方，珪酸塩ペロブスカイト相互の固溶関係について見てみると，MgSiO3 と CaSiO3 ペロブスカイトはほとん

ど固溶幅を持たないが， FeのMgSiO3への固溶は温度と圧力とともに増大することが報告されている（50 GPa, 2000 

K でほぼ 28 モル％）[2]．また，最近の我々の実験では，Fe は CaSiO3 ペロブスカイトにも相当量入り，その量

は圧力とともに増大するらしい[3]．これらの固溶関係について，その後の実験結果も交えて議論したい． 
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